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小野義一郎
'" の ぜ いらろう。1918年l!l.月生まれ

。1941年旅順工科大挙111気工学科卒業.
。陸軍銑術大尉kして|日満州南満陸軍造兵廠に勤務.引お省

とLて1.947年比復員後，小野測器研死所設立.(株)小野
~J器に組織変更し，取締役栓長に就任. 第 l 部上場企業に
育てた.現在.(株)小野3~1探名誉会長

。主な研究すーマ ディジタ々トルクメータなど
。(繰)小野測綴 (〒220 績浜市緑区z白山J-16-1)

は，表簡では平等のようであっても，ところどころに日本人ば

かり優遇したという不平等が見えてるんですね.

O司会 ありがとうございました.それでは，三浦さん，続け

てお願いします.

O三浦 私は，旅順工大の航空学科を昭和 16年 12月に第 1回

全として卒業しました.その後，技術将校として満州や仏領イ

ンドシナで航空機の整備を行い，都立航空工業高等専門学校の

教授を務めました.この学科の教育には，少々特異なところが

あったように恩、います.と言いますのは，当時はもちろん戦争

の時代ですから，例えば「爆弾を最大限積み，迷くまで飛べる

ような飛行機はどういう着眼で設計するか，また，それを設計

図に書いてみよJという教育でした.

教授の先生方を始め，助教授や助手の人たちも，戦争に勝つ

ことが第ーだというような感じがありまして，本当の学問らし

い航空学といいますか，今の時代でいえば月也・界，あるいは火

星を探検するためにはどういう学問が必要であるかという視点

はあまりなかったですね.

私ら航空学科の学生は，卒業後は航空関係の会社に皆就!除し

たわけですけれども，兵器としての飛行機の生産に役立った

街，ならびに平和的な航空宇宙のエンジニア リングに貢献した

函があります.

0司会 今おっしゃった航空学科は，まさしく国の存亡にかか

わる花形兵器を生産する技術者を設成するところでしたね.

では，次は京城帝国大学の方に参りまして，先に卒業された

森さんの方からお願いします.

0森京城帝国大学 (以降城大と略称)耳I!工学部は昭和 16年

4月にできま した.私が機械工学科を選んだ理由は， 笑は大変

迷ったのですが，小さいときから紋型の飛行機とか機関車をつ

くること，また，それらを見ることが好きであったのが影響し

ていると思います.

できたばかりですから理工学部全部でも学生数は少なくて，

むしろ最初は教職員の方が多いという状態でした.したがっ
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て，今のような学生の多い大学にみられる詰め込み教育と比べ

ますと，講義もマンツーマンでした.また，先生方も大変若い

方が多くて，本当に親身の接触をしていただき，そのような経

験は今でも印象に残っております.

私は第 l回生でしたので，理工学部の建物や笑験機械類が鐙

備されておらず，最初の年は法学部の建物で諦畿を受けまし

た.その後，孔徳里に新しい校舎ができまして，そこで授業を

受けま した.卒業研究では，北海道大学から来られた下坂先生

のご指導のもとに流体の実験をさせていただきました.ただ

し，当時は実験装置が余りなかったので，先生や助手の方が苦
さんか〈ぜ8

心してつくられた三角経を使い， 流誌の測定をしました.何し

ろ期間は半年しかありませんので，研究というほどではありま

せんが，自主的に測定をしたり，観察したりということで，大

変興味がありました.後で話を聞きますと，フランシス水車，

カプラン水!li.渦巻きポンプ等の設計訟を挺示して東京の方に

注文をしたそうですが，軍部1から中止命令が来て，それが入荷

しないうちに終戦になったということです.大変残念に思いま

した.

あと，昭和 18年 9月に卒業しまして，鴨緑江水力発電会社

の本社(在京域 :現在のソウル市)に入社しまして，発電所関

係の設計を行いました.そのときに鴨緑江の水豊ダムを視察に

行き，このダムは朝鮮全部に電力を供給しでも余るぐらいの非

常に大きな発電力を持っているという話を聞いたことがありま

す.その 4箇月後には招集され，戦線に参加して戦後2年半ほ

どして郷里の福岡の方に帰ってきました.私の同窓生の中から

もだいぶi獄死をされた人がありまして，帰ってきてから非常に

残念に思いました.その後，昭和 34年にr.平馬大学に参 りまし

た.あの当時に予科，大学を通じて，習った学問は，すべてが

大変役に立ったと言えます.極端な例を挙げますと，私は教練

が苦手でございましたけれども，戦地に行ったときに，その経

験が非常・に役に立った.あの当時はつまらぬと思っていたこと

が，ほんとに生死をかけるときに役に立った.ですから私の感

三浦安帆

@1920年u司生まれ
'1" ?~' やす tJ 1: 

。1941年 12丹羽t阪工科大学航空学科卒業.陸軍航技大尉と
して陸~Ir満州航空廠，仏向1第 22 型車戦航空廠勤務復員. 戦
後四5Uド小校製作所本社.1957年航空自衛隊(笑験航空
隊，・航空幹部学校).都立航空工業短期大学教綬，工学院
大学，策潟大学の航空宇術学富官邸

。分野・専門 航空宇宙工学ー航空宇宙機則雄システムの研究
。現在の研究 ・業務 Advanced Turbo Fan Concept with 
Regenerator and lnter-Cooled Compressor 

。自宅. (〒206 多路市愛宥 4-31-2-102)
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じでは，そのときは役に立たないと思うかもしれないが，どん

な学問でも習っておれば，あるときに非常に役に立つことがあ

るということを今でも痛感しております.

当時，機械工学科は 8人で，同窓でありました純国の卒業生

として，金成績さん.それから金在砲さんがい らっ しゃい ま

す.金成植さんについては，制lカさん，後で詳しくまた…….

0神力 そうしましょう.

0森 それから金在理さんは，数年前に日本に*まして，お会

いしましたが，ソウル大学校工科大学の教授ほかの嬰臓にあり

ます.また，金照苗さん，この人も同窓ですが，ソウル大学校

工科大学の教授ほかの要職にありました. それか ら会啓相さ

ん， この人はアメリカのボーイング祉に戦後勤めてお ります.

同窓生は緯国だげではなく海外でもいろいろ活路してお りま

す.ほかの科の卒業生も含め，滅大出身者はいろいろと戦後の

斡国建設のために大変活躍している ことをうれしく思ってお り

ます.

それから，私と同期の人で，城大の法文学部出身にj'jiJ図利ー

さんという人がいます.少し前に斡国大使をされまして，日仰

のいろいろな友好に尽くされておりました.

さらに，大学全体の印象ですが，当時は外地だったせいか，

自由で自主的な気風がありまして，戦時下の拘束というような

ものは余り感じてお りませんでした. なお， 学~の身分でした

ので，細かいことまで，私たちは存じていませんでしたが，長

い統治時代に韓国の方たちが一一後でこれはわかったわけです

が一一いろいろと国の政策によって痛みを受けたということを

痛切に感じており ます.この点、を我々はよく理解して両国がさ

らに親しく なるように念願してお ります.

最後に，同窓会のことですが，城大の日本の同窓会とソウJレ

大の同窓会の聞に現在も密接な関係がありまして，連絡をとっ

たり，行き来をしたりしております.

0司会 ありがとうございました.では，神力さんお願いいた

します.

森 昌 幹
も? :l~ fI 。1922~手 2 月生まれ

。1943年I主城干有国大学理工学部俊械工学科本然，1959年昨

馬大学工学部1!f.I'i飾，助教授を経て教授， 1987年11干潟大学
名管教授

。分野 ・専門 機械工学，軽量俄加工学

。正負.(財)群鳥大掌科学技術援興会総!li~.Q会場予防告書向
。自宅.(〒 376 桐生市平井町3-37)

神力達夫
じんりS たつ 象2

@1922年2月生まれ
。1944年京総帝国大学濁工学部俊彼工学科卒業.敗戦まで，
海軍伎術士宮(航空発動般に 1946年より中小企業にて，
金脇.産業後械の仕取に従耳1， 1967~87 年(綜)ハイト代
袋取締役として，食品加工自動後繊， 1987年より CEC事
務所にて廠開業を自営.現在に至る

O分野 ・専門 lE楽器量械の開発・製造販売.廃棄物処理の合
理化.会社の経営顧問.中小企業の経営指導(箇内および
欧州の企祭など)

。現在の研究・業務 l1e繁物処理，リサイクルの合理化とシ
ステムの開発。CEC事務所{〒262 千葉市花見川区花園町44-7)

0神力 自己紹介を簡単に申しますと，昭和 19年の秋に城大

の理工学部機械工学科を卒業しております.海軍の委託生だっ

たので，その後直ちに，士宮になる教育を受けた後に海軍の航

空廠の笑務につきました.広島県呉市の隣の広町にあった，海.

耳I第 11航空廠で発動後の担当を しました.敗戦後一時ソウル

へ戻り満州や北朝鮮から脱出してきた日本人の救援活動をし

て，昭和 21年春に帰国しました.その後，鋳造業，食品機械

製造会社に務めた後に独立.20年間，後械製造会社を自営，

今はコンサルタント業を行っています.

戦争当時，日本の技術は，生産性あるいは生産設計というの

が十分に行われていなかった，rひと りよが りの設計Jで，加

工も組立て も大変難しい発動機でした.例えば，発動機を試運

転台に乗せて検査すると，潤滑油まで燃焼するというようなあ

りさ までした.今思うと，品質管理なんでいうのは考える暇も

なく，試運転で合絡するのが不思識なぐらいでした.発動機の

排気r.ll に~~U滑油が混じって出ると ， 戦闘機の場合，風防の前に

発動機があるので，胤|妨にべった り泊がつくというこ とになり

ます.裂するにパイロッ トは先が見えないわけで，これは致命

的です.

城大は予科から続いていましたので，私ども は真理とは何

か，あるいは人生をどう生きるかというようなことを追求し，
~い匂・う

本当に何の制肘も ない時代を過ごしました.国を挙げて戦争

に突入していた時代ですから，我々もやっぱり使命はそち らに

あるのかなと いうような，今で言えば随分マインドコン トロー

ルされたなという面もあり ますが，純粋な気持ちで過ごしたと

いうこと は否めないと思います.また，斡国の友人たちゃ，学

友たちと も，ブランクに人間としての付き合いをしたというふ

うに私は思ってお りました.今でも，国が違いますといろいろ

問題があ りますけれども，学問・ 芸術には国境がないというの

が本当だと患います.今でも.~t国の友人とは親しく付き合

い，隣国に行くと，何かにつげて集まって一杯飲んだり， また
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久本祥
ひ~ ~とし，，~

@1922年110月!生まれ

。1946年台北帝国大学工学部機棋王争科卒業.

1953年高砂熱学ヱ業(株)，ゆ央波哲'ii，エンジニアリング
'(綜)，変熱工業(徐)，現在，日管(綜)相絞役

。分野 ・専門 空気調和 ・'冷凍

。現在の研究・業務 空爵.特tむ潜熱蓄熱の企画，絞針

。日管{徐)，(苛 430 浜松市池町220・1)

飲談をして旧交を温めています.また，私は会社を経蛍してい

ましたので，その会社に車Q.国の技術者を 5名1TJi-んで，実際の作

業を一緒にやり，図面も作成し，それを持ち帰ってもらうよう

な，我々の持っている技術を紛国の人たちに提供することも行

いました.私は，そういうことがなすべきことのひとつでもあ

るんじゃないかというふうに考えてきま した.

今，森さんがおっしゃったように，私ども城大の理工学部は

とにかく初めは七学科の総勢 40人で，その後 80人ぐらいのク

ラスになりましたけれども，お互いに非常に仰がよくて，科を

超えて交流が行われていま した.簡単に言う と，JJ;..のような感

じの学部および学科でした.

ところで，我々の機械工学科の同窓生は，京城帝国大学の

「城Jを使って「域機会jとい う同窓会をつくっています.年

にl回ぐらいは集まって，いろんな情報交換をしたり，あるい
ζんペS

は旧交を温めたりしており，また， ~成大および予科は， r紺碧J

という一一「紺碧はるかに……Jという予科の校歌に由来して

いますが一一同窓会誌も発行しています.

私は，浅野友一先生，この方は旅順工大からおいでになった

非常に熱心な方で，その先生の指導で自励振動の卒業実験を始

めたのですけれども，戦争のために繰り上げ卒業になり，途中

でやめま した.

日本と斡閣の間の具体的な橋渡しには，この同窓会が大きく

役立つていますが，その他に， 技術士制度も貢献しています.

韓国の技術士制度は，日本の制度より遅れ，1962年にスター

トしました.金鹿植さんが，科学技術庁におられて提唱したの

です.たまたまご自分が受験して韓国の技術土の第 l号となっ

たのです.日本と韓国の聞の技術士の交流会が 1969年金さん

の訪日時の提案を機としてでき，奇数の年は斡国で偶数の年は

日本でという形で，交代に会合を持つことにな りまして，いま

だに続いております.

それから私どものやl'聞は，敗戦のために卒業しないで途中ーで

日本に帰ってきて，日本の大学に転学をしています.これは理
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工学部創設の立て役者で後に総長になられた山家信次先生が，

成綿菓や関係脅類すべての副本をつくって，学生に持たせて帰・

らせたという大変行き届いた配慮のおかげではなかったのでし

ょうか.ちなみに，機械関係でも東京大学に 7名，京都大学に

3名，九州大学に 10名，東北大学に 1名，東京工業大学に 2

名の計 23名が転学し，皆さん無事に卒業されま した.

0司会 ありがとうございました.城大は，それを実質的に受

け継いだ形でソウル大学校に移行していますね.ソウル大学校

は斡国を代表する大学で，例えば，機械工学科の長老の李深植

さんは，敗戦のとき城大の一年生でした.そのほかにも長老の

教授の方には，城大の経験のある人や場合によっては日本の帝

大の経験がある人がいらっしゃいま した.初対面のときは分か

らないのですが，親しくなるにつれて昔のことをだんだんお話

して下さいます.

ところで，韓国の大学は戦後アメリカ一辺倒でして，日本と

交流はほとんどなかったのですが，李海植先生とお会いしてか

ら，とくに日斡の機械学会が中心となって，流体と熱の分野で

定期的にシンポジウムを聞くよ うにして， 随分交流が深まって

きました.それから去年，綿国機械学会が創立 50周年を祝い

ました.ちょうど敗戦の年に機械学会を創くったのですから，

私は祝辞の中で，r解放直後の混乱の中で機械学会をつくると

いうのは，よほどそのときの人たちに先見の明があったのです

ねJと敬意を表してきました.そのような古い世代の方々は日

本語で話をされますね.本当に交流が深かったんだなというこ

とを，私は少し後の世代に属しますが，しみじみと感じたわけ

です.残念ながら，そういう人たちは第一線をほとんど退か

れ，斡国でも世代交代が起こっているのも確かですね.

それでは，次は台北帝国大学の方に参りまして，久本さんか

らお願いします.

O久本私は， 台北市国大学の(以降台北帝.大と略称)工学部

機械工学科の第 1回卒業生です.台北帝大には，昭和 16年の

時点では工学部はなかった. 軍の~請で，急きょ工学部をつ く

。1926年 1月生まれ

。1951年九州大学工学部俊械工学科卒業

1951年工業技術院機械技術研究所

1984年日本シュルンベルジェ{綜)
現在， 、(社)後械伎術協会会長

。分野・専門生産技術

。(社)機械技術協会 (〒 105 東京都港区芝公園 3-5-8)
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ろうということになり，昭和 16年になって学生確保の意味で

予科の生徒募集をやりました.

ところが，文部省その他の許可が下りなかったのか，時期が

おくれて 5月に入学試験をやるような羽田になった. 5月10

日から入学試験をやって，6月20日開校.当時は戦争中で，

みんなファイ ト があったのか， とにかく l 年も 2~も夏休みな
ばんかい

しのぶつ過し授業で挽回した.そ して，予定どおり，私たちが

予科終了と同時に工学部へ入れるように工学部が股立されまし

た.

ところで，昭和 18年 10月の設立ですから，戦後の昭和21

年9月で学部 3年になるんですけど，私たちは昭和21年の 3

月まで台湾にいて，その後日本人全員が内地送還になりまし

た.半年足りなかったので，当時の学生は，昭和21年9月に

なれば本卒業になるという仮卒業証曾をもらって帰ってきたわ

けです.その一方，半年短いので転学証明岱も同時にくれまし

たので，内地の大学に転学する者もいました.

日本の政策として， r南進日本Jということが盛んに叫ばれ

たころなんです.r南進日本の先駆けだ……Jというあの歌を

神戸の港でがなり立てていました.台北帝大工学部は南進日本

の先駆けだというつもりで私たちは行ったわけですが，学部2

年半で戻ってきました.そのとき機械工学科では， 劉m~獄氏 1

人だけが台湾人で，工学部会体としてはあと数人の台湾人がお

りました.台湾人と当時仲よく勉強したわけです.
し.~いん

私たちは，2~3 年前に， r鐙韻jという名前の 50周年の記

念誌をつくったんです. r鐙韻Jというのは，昔私たちが鳴ら

した鐙の音が，間々としていまだに台北帝大の後身である台湾

大学に残っているんだという趣旨です.それほど日本人と台湾

人とは非常に親密にいってると思われるんです.今，台湾は工

業立国で，隆盛を極めていて，そのー裂は確かに台北帝大の工

学部が担っているのではないかと思います.日本の教育は依然

として台湾に残って，今日の台湾を築いたんだと思います.そ

れから，私たち台北帝大の機械工学科の主任教授は長岡順吉先

生という冷凍工学の大家の方で，長岡半太郎先生の四男坊でし

た.そのせいか，私も冷房 ・冷凍機屋になり，高砂熱:学に務め

るようになったわけですけど，仲間も何人か冷凍機屋になりま

した.

0司会 ありがとうこ.ざいました.では，最後になりましたけ

ど，金弁さんお願いします.

0金井私は，昭和 18年 4月に台北帝大予科の理科工類に入

りました.私どもは全国的に高等学校の終了年限が2年で終わ

った唯一の年次じゃないかと思うんですが.予科を終えました

のが昭和 20年 3月で，私の記憶では， 3月の中旬に予科の卒

業式がありま して，たしか下旬に工学部に入るんだということ

でしたが，その翌日に，兵隊に召集されました.このとき，大

学の 2回生も兵隊にとられたんじゃないのですか.

0久本 そうです.2回生もとられて， 1回生だけは，工学部

を間もなく卒業だというので免除されたんですね.

0金井 ですから，当時，学生隊みたいな形で陣地の構築訓練

をやらされまして，そうこうしているうちにーーすでに我々は

徴兵検査を受けてましたから一一， 私の場合も 8月1日に現役

編入という形で，海岸陣地を守備していた連隊に入って特別甲

種事宇部候補生の試験を受けるかどうかということをやっていた

ら終戦となりました.9月 2日に除隊して家へ帰ったんです

が，友達の情報を集めてみますと，大学の諦義が始まってると

いうので，びっくりして行きました.たしか 11月ごろに大学

の接収とかがありまして，あまりしっかりした講義を受けられ

ないまま引き揚げの準備をして，日本には 4月に帰ってきまし

た.私の場合には九州大学の方に入り直して，新たに勉強しま

した.その後は，通産省工業技術院の15へ務めました.

きょうの話題は高等工業教育ということなんですが，援り返

ってみますと，満州の教育はあまり知らないんですが，台湾の

場合は，日本人と台湾人とでは，小学校レベルから分けて教育

をしてまして，日本人が行くのは小学校，台湾人(本島人と言

うことが多かった)の人たちは主と して公学校というところで

したね.ただ，一部日本化の進んだ家庭でしょうかね，そうい

う人は小学校の方へ入っていました.

中学に入った後で感じたんですが，本島人というのは非常に

優秀なんですね.私は花ru!港の中学校だったんですが，100人

のうちいわゆる本島人というのは 1制ぐらいしかいないんです

が，いずれもできるんですね.私は，どうして H刻かなという

のはかなり疑問に思ってたんですが，台北帝大の予科に入りま

したときもやはり uqJぐらいなんですね.これはどうも採用試

験のときに枠が設定されてたんじゃないのかなというような気

が今でもしてるわけですが.これははっきりしたことは覚えて

ませんが，戦後，たまたま台南高等工業学校の話を聞きました

ところ，そこでも一応そういう枠を続けてきたけれども，昭和

19年か 20年の入学試験のときに，その比率ががらりと変わ

り，半々ぐらいになったとのことですね.それがどうも実力じ

ゃないかなという気がします.当時，台湾は日本人が40万，

本鳥人は 600万ということですが，本島人のうち都会でいわゆ

る中等，高等教育を受ける人たちの数というのは限られてまし

たけれども，実際のカとしては非常に後れていたのではないか

と思っているわけです.

0司会 ありがとうこ.ざいました.私も台湾大学に行ったこと

がありますが，いちばん昔の面影が残っているのはあそこらし

いですね.戦前の校舎なども残っていて，普のことを知ってる

人は大変懐かしいという話を聞きました.そういう意味でいう

と，旅順工大の後はどうなっているのでしょうか.

O小野 旅順はもともと軍港なんですね.ですから，つい最近

まで日本人は全然入れなかった.旅順工大は，もとロシア海軍

の病院だったのですから，今，中国の海軍の設備になっている

らしい.ですから，ほかの皆さんの学校に比べて継続性がな

く，大変残念なんですが，旅順工大だけは消えでなくなってる

わけですね.今，大述忍!工学院がありますけれども，あれは南

満工業専門学校の後身です.

0司会 そうですね.確かにほかの二つの帝大とは違うところ

がありますね.

0小野 南満工業専門学校は，満州鉄道がつくった専門学校で
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すね.私も 1，2度諮義に行きましたけど，何となしに違和感

があります.

0司会 どうもありがとうございました.

私の手元に城大の機械工学科の授業科目一覧(昭和 17年の

時点，附録袋 1参照)があります.私は新制の昭和29年卒業

ですが，私が習ったものとほとんど変わりがありません.私の

ころは自動制御がようやく授業に採り入れ始められたころで，

城大時代にはまだ自動制御はありませんが，本質的にはほとん

ど変わらないカリキュラムですね.表面的に見ると，どこでも

似たような教育がされていたと思われますが，先生と学生の接

触によって，現実の教育そのものの中身は随分変わっていたの

ではないかとも思います.

現在の日本の留学生受入れへの助言，提言

0司会 それでは，これから話を現代に戻したいと思います.

今，文部省は 「留学生 10万人計画」と称する，2000年までに

日本で学ぶ留学生を 10万人に増やそうという計図iの笑現に努

力しています.今のところ，まだ6万人ぐらいですが，それで

も格段と留学生の数は増えてきています.留学生のうち，恐ら

く9割はいわゆるアジア固で，そのうち約3/4は漢字図になり

ますかね.大学の研究室に行ってみると，日本人よりも留学生

の方が多いというところも珍しくなくなってきました.このよ

うに，研究室も国際化の時代に入ってますが，在、の経験では，

基本的に「どこの国の学生Jとあまり意識しない方がよいです

ね.自分の留学経験から考えてみても，いちばんありがたいと

思ったのは，会く差別されなかったということだったものです

から.大学の中では，我々は差別の意識なしに全く同じような

扱いをしているとは思いますが，ひとたび下宿探しのような話

となって世の中の風に吹かれると，いろいろな差別や苦労があ

るように感じています.

皆さん方は，今となっては極めて特異な体験をお持ちです

が，これから主にアジア，あるいは漢字圏を中心として留学生

を迎える上で，何か後輩である今の先生方にアドバイスをいた

だけたらと思いますが，いかがでしょうか.

0金井私も，アメリカの留学経験があり まして，アメリカと

いうのは，多民族が共生している社会ですが，個人的な接触と

いうものが日本の大学よりも非常に強いと感じましたね.例え

ば私ども外国からきている人間でも，機械工学科の主任教授が

パイプルクラスなんかやっていて， 言葉の勉強をするつもりだ

けでもいいから参加しないかと呼んでくれました.

私どもの受けました|日制の教育というのは非常に小規模教育

で，例えば中学，高校，大学での先生の印象というのが非'js.に

強〈残っているわけですね.語学や数学という訴義の中でちゃ

んといつも残っている.今の教育はそれがなくなったんじゃな

いかなという気が実はしています.そういう人間本来の人と人

との結びつきが失われないような形で社会そのものの術造がで

きていないと，外国人の留学生を受け入れるということが本質

的にやりにくいんじゃないかなと感じています.ですから，大

学の方でも，組織の一部として，そういうことをやるところが
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あることが求められているのではないかなという気がします

ね

O司会 そうですね，確かに大学も新制大学になりましたし，

学生の数も多くなって，先生と学生との接触，とくに人格的な

干渉があるような形での接触は薄れる一方ですね.まして留学

生となってくると，もっとその辺のところの接触は薄れるかも

しれません.

0小野 それにちょっと補足させていただいてよろしゅうござ

いますか.私はまず，日本の大学は外国人の教授をも っと入れ

るべきと思います.例えば中国語による講義があり，それを日

本入学生が聞くというようなことが友好のためには非常に有効

ではないかと思います.教員の方が全部日本人で，留学生だけ

受け入れるのではなくて，むしろ外国人の先生方を受け入れて

いただきたいと感じています.

O司会 それは制度としては可能なのですが，現実は難しいと

ころです.例えば国立大学では，普は公務員に外国人はだめと

いうよ うなことがありましたが，今はその規制はなく，全く日

本人と同じように雇用できます.しかし，制度的には盗って

も，現実は例がはなはだ少ないという状況になっていますの

で，今のご注意は本当に!Cの痛い話ではないかと思います.

それから，個人的接触を強くする点てるは，当時の外地の高等

教育機関は，恐らくかなり少数精鋭的な，先駆け的なもので，

先生同士，先生と学生，あるいは学生同士との接触は，ほかと

比べても強かったのではないでしょうか.その辺はいかがでし

ょうか.

0小野 普の我々の学校というのは，教員の数と学生の数が括

抗しておったですね.ですから，先生方の研究指導を直接受け

られた.私もそれを非常に幸福に思っておるんですけれど.

0司会 さきほどの台北帝大の機械工学科では，先生方の方が

多かったわけですか.

0久本 いえ，学生 16人に対して，助手の方は別として，機

械工学科専任の先生は教授2人と助教授 l人の 3人でした.

0小野 旅順工大の場合は，学年当たり日本人60名，それに

中国人が約 14~15 名で，合計 75 人ぐらいです. 学科は航空，

m気，機械といろいろありましたから，小さな学科では本当に

学生数 2~3 人になりますね.

0森 留学生に関して群馬大学の例をちょっと申し上げたいと

思、います.若干馬大学でも積極的に留学生を入れるように努力し

ていて，いちばん多いのが中国からで，それから税国，台湾，

インドネシアの順です.国費と私費の留学生がいて，私費の方

がずっと多い.学部別ですと教育学部がいちばん多く ，2番目

に工学部ということです.また，留学生は博士コースに行く人

が地えていて，これは国に帰ってから待遇がよくなるというこ

とが漂白だというふうに聞いております.

留学生がいちばん困ることは，アパートを借りるような場合

に障害があることですね.ですから，大学としても留学生専用

の宿舎をつくっております.また，留学生と教官との接触のこ

とですけれども，私が在職してた頃はまだ留学生の数が少なか

ったので，本当に手をとるようにしてマンツーマンで教えまし
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た

国際交流ということは，今後日本の発展に必要なことで，そ

のために，まず，言葉の交流がいちばん必要だと思います.

0神力 学問もそうですりれども，日本の固に来て勉強すると

いう場合には，衣食住の問題がどうしてもつきまといますね.

これが大変だろうと思います.日本は「食Jにしろ 「住」にし

ろ，非常に高いですね.これに対して，アメリカは本当に驚 く

ほど生活費は安い.ですから，このように物価が高いと， 日本

は何も留学生問題だけでなくて産業や人間も空洞化していきま

すよね.特に東南アジアの方が来られると，自分の費用で勉強

しようなんてことは並大低ではできません.何か彼らをそのよ

うな心配から解放してやることをしてあげなきゃいけないので

はないかというのが私の印象です.

というのは，特に東南アジアの人たちがアメリカ，あるいは

ヨーロッパに行くと，非常に良い感じを持って帰ってきてます

ね.学問でかなりやりたいことはやったという満足感は，臼本

から帰った人にもあるかもしれないけれども，逆につらかった

印象というか，それにも婚して何か日本で勉強して，かえって

日本に嫌な感じを持つというよ うな逆効果があるのではないで

しょうか.

0司会確かに高い生活コストは数字的にも明らかですね.果

たしてその高コス トに耐えてまで勉強する価値が日本の教育に

あるのかという点が問題になるわけです. 最近の偏差値形r~の

時代では，学生は入学するのに精力を使い果たして，大学の4

年聞は背春の怠該きの時代となっています.そういうところに

留学してきた人たちは失望しますね.私は，留学生をmめよう

とするならば，まず我々の教育の質そのものを上げなければな

らないと主張しているのですが，その改革は，まだまだ道速し

という感じです.

0神力 これはちょっと次元が途いますけれど，あるインドの

先生が日本の高等学校教育の実情を視察に来られた.そして

f日本は本当に自由主義の国で自由の国だから，教育もそうだ

ろうと思ったら，日本ほど教育に自由のない国はないJと焼い

ていたということを私立高校の先生から聞きました.このがん

じ絡めの高校生が，大学へ行くと，今，大橋さんがおっ しゃっ

たように開放された気分で，もう天国のように遊ぶ方をエンジ

ョイしている.

これを打破するようにしないと，確かにコストのかかる日本

留学で得るものがなくなり，それは亜大な問題だなと思ってま

す.

0司会 よその国では全部，大学への入り口よりも出口を重視

しています.いかに在学中に能力を高めるかが問題なんですり

ど，日本は残念ながら入り口重視て¥出口軽視がずっとしみつ

いてきています.それが大学の学生生活に反映されていますの

で，留学生はかなり失望しますよね.我々が研究室へ留学生を

迎えるのは，彼らの勉学の気風を日本人の学生に移したいと思

っているところも多分にあるんです.

0小野私は， 篭気工学科を卒業したので，昔の習った教育は

全然役に立たない.しかし，あの当時のマンツーマンで，どう

やって推理するのか，どうやって仕事を進めるのかという思考

過程と創造の重要さを教えてもらえ，それらが全部役に立っ

て，今の僕らがあると思うんですよ.ところが，今の入学試験

を見ても創造カといいますか，考えるカを全然試していないよ

うですね.

0司会 今のお話は，要するに片々たる知識を教えるのではな

く，考え方の基本を教えるこ とが大事だということで，そうい

う点はまさ しく日本の教育に欠落しているところだと思いま

す.このような点を根本的に直していかないと，留学生を引き

つける力などとても出てこない.と ころで，日本の生活費は世

界で恐らく最高ですけれど，大学の月謝で比べると，まだアメ

リカの方が日本よ り高 くなっています.州立大学は余り差がな

いかもしれませんが，私立大学は驚くような月謝，恐らく年間

200万円ぐらいを取っています.これだけのコストを払ってで

もアメ リカで勉強しようという人が多いんですから，アメ リカ

も大したものだと思っています.と ころで，今，文部省が国費

留学生に支払っている奨学金は月額18万円ぐらいですか.

O編集部(伊東) 月額 18万円と年5万円の国内視察旅費です

~'l. 

0司会 それは世界で最高の奨学金ですよ.

0編集部 ちなみに修士卒業の助手の初任給は，たしか 16万

5 000円ぐらいで，国首の留学生の方が少々高いです.

0司会 国資留学生が臼本の会社の工場訪問に行って，若い社

員は，どうして自分たちの奨学金よりも少ない初任給でこんな

に一生懸命働くのかよくわからないと言っています.文部省は

それだけ高い奨学金を払って留学生を集めようとしているわけ

ですから，それに見合うだけの教育内容がどうしても必要だと

思います.

今後の工学教育のあり方

0司会 三浦さん，特に今後の工学教育について何かこ・意見が

ございませんか.

O三浦昨年の日本機械学会誌10月号，工学教育の特集号で

すが，そこで理工学教育の座談会があり，私は大変興味を持ち

ました.また，r好奇心を失った生徒をどう教育するかJとい

うこと，あるいは，東北大学長の西沢潤一氏による「小さいと

きからの科学教育が非;常にたいせつだJという提言は，今後の

工学教育のキーワードの例でしょう.

ただ，日本の工学教育の落とし穴は偏差値教育であり，あれ

では，とにかく知識がた くさんあればいいという ことに傾倒し

てしまうのではないかと思います.これからは小さいときから

好奇心を起こさせて，自分で物を考え，創造するというカを養

うことが，今後の日本の発展のキーポイントの一つではなかろ

うかと思っております.

0神力 私は，子供たちが自然に媛する，あるいは家の手伝い

をするというようなところから自然に科学する心が出てくると

思うんですね.それを抜きにして教育システムを考えてみて

も，それはなんの役にも立たないと思うんですね.

また，だれもかれもが科学者，技術者にならなくても良いの
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ですよ.そういう選択の自由も日本では窓われているのではな

いかと思うんですね.

0司会 今，また一段掘り下げた言い方をされたわけですが，

結局，豊かさというものが諸惑の板源になっているという感じ

もします.そうなってくると.堂々として日本の国を豊かに発

展させるために努力してこ られた方々が，今どういう思いでこ

の時代を見ているかということになり，複雑な思いですね.

0神力 それは心がけというか，あるいはやり方でもって救え

る問題だと思うんです. ドイツも日本と同じく豊かですよね.

しかし，大きな迎いがあ り，それが何に起因しているのかが問

題ですね.やはり「豊かさ を克服するだけの心Jという而に日

本は意を用いてませんよね.そこが問題なんですよね.

0久本 そのような「心」の問題といえば，峨争中の文部省は

立派でした.工学部学生の入営延期という制度を軍部と交渉し

て成立させた.文科系は全員学徒出陣したのに…….あのと き

同時に私たち工学部の学生も学徒出陣させられていれば，台北

帝大工学部というのは成り立たなかったんです.当時の軍部に

対して文部省は頑張ったと思います.

0司会 私も，それはつくづく思いますね.例えば戦中，戦後

の極めて混乱した時代に教育を受けられた方が，戦後の日本の

産業発展の中核を担われたわけです.なぜか.我々は，教育と

いうと，すぐカリキュラムの話を始めますが，それ以前に人材

の問題があります.戦中.Jj災後は工学系に資質の高い人たちが

wまったとJ思います.その集まった原動力は，今まさ しく久本

さんが言われたことが極めて大きい因子だったと思います.

0小野戦後は，航空学科や造兵学科は進駐.iTiによって禁止さ

れ，関係者は全部職がなくなりました.しかし，考えてみた

ら，戦後エレク トロニクスを発展させた中絞は，ほとんど航空

学科出身の人なんです.

O司会 普の工学部は，まさしく軍事力と密、治していて，いか

に良い飛行機.Jj銃車，あるいは.iTf舷をつくるかが図の巡命を支

配すると，みんな自覚していました.戦後になると，廃品Llの中

からの復興の担い手は，工業だろう ということで，何となくそ

のill要性が国民の聞でも自然に受け入れられていました.しか

し，今の人たちは豊かさの中に生まれてきているのですから，

産業というのは，目新しい商品を次から次へ作って買わせるよ

5. 要

。1931年5月生まれ
。1954年東京大学工学部俊械工学科卒業.東京大学名者数

授，工学院大学学長，日本学術会議会員，第70J明日本復

械学会会長

。現在の研究 ・業務流体工学，環m工学
。工学院大学(干 163・91 東京都新Z首区西新宿 1-24-2)
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うなものじゃないかという認識しかなし技術が社会の基盤を

支えるカになっていることは全く認識していません.

ですから，工学を志そうという人がだんだん少なくなってく

るという悲しい現実があるのです.

0小野 先ほど言われたように，工学というのは物をいじるこ

とから始まるんですね.だから，ナイフを使っちゃいかんとか

言わずに，実際，実習をやらすということが基本じゃないでし

ょうかね.

0神力 やはり好きな人がその道を選べばいいんですよ.文系

と理系とはっきり区別し過ぎますね，日本は.教育は，もっと

混然一体なものじゃないかと思うんですよね.

0三浦 今，混然一体というお話が出たので気がつきました

が，例の習熟曲線の理論がありますね.要するに対数曲線を{交

うと，人間の動作に係わる工場の能率のようなものが表現でき

るのですね.

0司会 それでは，きょうは 12時半までの予定でお集まり い

ただきましたのに.I時聞が延びて失礼しました.そろそろ終了

にさせていただきます.本日はどうもありがとうございまし

た.

約

以上のよ うな座談会を通して，韓国，台湾および我が固に共通して認められた後世に残すべきと考えられる ものを幾っか以

下にまとめておきたい.

( 1 ) 卒業後の活動に役立つたところの多い基礎科目の重視

基礎科目である，語学，数学，物理等の習得によりfUた学力は，専門分野におけるしっかりした教育とともに，属する民銀

に関係なく高いポテンシャル，特に創造性を卒業生に付与した.それらは，その後の新たなる分野への展開，資質の向上，仕

事の遂行等で大きく役立ったことは，京城帝国大:弘台北帝国大学，台南高等工業学校の勝国人および台湾人卒業生が必ず指

摘したところである.特に，帝国大学予科の効用を日斡ともに挙げているのが印象的であった.なお，その背景は「人格的な

商を強調した少数精鋭の教育Jにあったと思われる.

(2 ) 国際化における「人的資源」と「差別の撤廃Jの重要性

参集いただいた現地人卒業生が「良かったととjとしている物事は，ほとんどの場合，教官に適任者を得ているこ とに帰せ
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られるようである.具体的には，いずれの場合も創設時に優秀な人材を配置していたことが挙げられる.要するに，国籍や民

族は問題ではなく ，集まった学生と教官の個人としての才能，見識や品格，教授，すなわち人そのものが優れていたことであ

る.このことは，戦後でも，京城帝国大学出身者は信用されたとする韓国の方々の一言に表現されている.また，旅順工科大

学の全寮制による日中学生の共同生活や予科，学部を通しての現地学生との人間としてのつきあいが，国の政策のいかんにか

かわらず，ヒューマンネットワークの形成に大きく役立ち，現在でも交流が続いているとの指摘が日 ・韓・台のすべてからな

されている.これは，国際派技術者の育成方法として，ひとつの好ましい姿を示唆している.

その一方，日本人に絞ぺて入学試験時における定員枠の少なさ，あるいは教官として任官後の待遇面における日本人との顕

著な差別の存在は必ず指摘され，これが現在の日本からの技術移転や日本との技術協力にかなりの負の効果をもたらしてい

る.この差別の存在は，当時の日本人学生にも不鮮明ながら感得されて「日本人主体の発想方法を脱し切れなかったJと回想

されている.あえていえば，これと同じことが，大学，企業を[:::]わず現在の我が国の留学生受け入れ体制に一部認められるよ

うである.例えば，中国人留学生が就職する際の「みえない控Jが存在する社会体制，外国人留学生を「外数Jとして入学さ

せる大学院の体質等は，好ましい方向へ改普すべきであろう.

( 3) 帝国大学での講義は「知識注入方式J

その当時の流儀であったのかも知れないが，ノー トを取らせるのみの一方的な前畿の方式には批判が強かった.

(4) 日本の研究および技術資料を伝ばさせることの重要性の指摘

現在でも，日本の技術は優れている面が多々あるのに，日本語による日本の技術資料の普及が年々減少していて，これは双

方にとって良いことではないと斡国および台湾で指摘された.そして，これらのこ国では，日本の研究 ・技術資料の積極的な

普及を望んでいる.特に，台湾では，戦前の「図而作成に伴う総合的創造能力授成のための設計 ・製図」と「調査研究や資料

収集を通じた自己啓発を促す卒業研究Jを量視する教育の効果が高く評価され，これが戦後技術宇承されなかったことが一つ

の問題点として指摘されている.

6.謝 辞

すでに，50年以上も普のことを話題とした企画であったので当初座談会の開催が危ぶまれたが，座談会への参加者を始め，

次の方々のご尽力と協力により本記事をまとめることができた.ここに，ご紹介させていただくととも に，紙面を借りて深甚

の謝意を表したい.

まず，関連資料および関係者の情報収集については，水野順子氏(アジア経済研究所)，伊藤英党氏(東北大学名蛍教授)，

今井鎌一郎氏(本会元会長)，ならびに城戸健一氏(千葉工業大学教授/東北大学名誉教授)のお世話になった.また，座談会

全般については佐総務芳氏(中央大学教授/東京大学名誉教授)の助言を，税国での座談会については朴 天卿氏 (水原大学

校教授/前ソウル大学校教授)および李 宣珪氏(光州科学技術院削教授)，台湾での座談会については頼 光留氏(大同工学

院教授)および陳 明盛氏(工業技術研究院機滅工業研究所組長)にご手配をいただいた.
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本記事をまとめるに際して使用した資料は次の通りであり，その多くはアジア経済研究所に収録されている.

(1) 旅順工科学盆 ・旅順工科大学沿革.
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(3) 朝鮮施政発展史.
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(6) 京域帝国大学創立50周年記念編集委員会編，紺碧遥かにー京城街国大学創立50周年記念誌，(1974)，耕文社.

(7) 京城帝国大学一覧昭和 17年，(1943-3)，京城帝国大学.

(8) 遥かなり似;岩山一京城帝国大学理工学部開昔1145周年記念詑，(1988-7)，京城帝国大学理工学部間部 45周年記念事業笑

行~只会.

(9) 台北帝国大学一覧，(1936)，台北帝国大学.

(10) 台湾統治概~， (1945)，台湾総管府.

u>> 東北大学名営教綬伊藤英党氏からの私信.

(12) 台湾総管府，台南高等工業学校一覧 昭和 15年度，(1940-7)，台湾総督府台南高等工業学校.

(13) 台衿.総督府台南高等工業学校沿革史(抄).
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(付録) 戦前の台湾，朝鮮半島，ならびに満州に創設された機械工学関連の高等教育機関の概要

台湾には，台北帝国大学および台南高等工業学校，朝鮮半島には京城帝国大学，京城高等工業学校(後の京城工業専門学

校)，京城鉱山専門学校，大同工業専門学校，平履工業専門学校，満州には旅順工科学堂(後の旅順工科大学).新京工業専門

学校(後の新京工業大学).商滅工業専門学校などを創設.今回の座談会は，これらのうちから代表的な 4校を選択し，開催.

( 1 ) 旅順工科学堂/旅順工科大学(1)

明治42年5月旅順工科学盆官制が公布され，明治 43年 4月に後械工学科， 電気工学科，採鉱冶金科の三科をもって開学.

大正5年中国人生徒のために予備科を設置するが，大正 11年3月廃止.大正11年3月旅順工科大学官制の公布により文部省

が管轄する関東庁立として大学および大学予科を段i世.その後，昭和 11年6月応用化学科，昭和 14年 4月航空学科，昭和

17年4月教養学科を増設.

敗戦により，昭和21年 11月大学本部を閉鎖.大正2年の日本機械学会誌の掲載記事によれば.4年制と年2学期制を特色

とし，製図 ・笑験 ・実習の合計時間数88時1m(参考 :東京高等工業学校は 61時間). 

(2 ) 京城帝国大学理工学部機械工学科

大正 11年2月新教育令で絞世承認，大正 131F5月京城帝国大学官制の公布と予科開校ωがなされ，大正 15年4月京域帝

国大学官制が改正され，法文学部と医学部を設i白川大学の開設.理工学部は昭和 13年4月に開設を決定し，進学予定の予

科生徒40名を収容t2Hn，昭和 16年 4月より掌部を間前(2)(7) 朝鮮における鉱工業の躍進への対応，ならびに戦時体制下にお

ける鉱業開発への一段の努力ω{叫に資するため，大学の組織，内容は共に内地における帝国大学とほとんど同様であり，内鮮

人共学t叫.

部!Mの変遷川(7)は次の迎り:理工学部に熱工学 llfl可!M殻躍(昭和 15年 12月).機械工学科2講座設置(昭和 16年4月).

同学科2講座を 4誠艇へ (11自和 17年4月).同学科4純度を 5講座へ(昭和 18年4月)，理工学部に工業技術管理論 1部座を

追加(昭和 19年 10月).教官と して，朝鮮総首府技師，朝鮮総督府鉄道局技師， 朝鮮総督府気象台技師，旅順工科大学教授，

九州帝国大学教授，東北帝国大学教授，ならびに東京帝国大学教授の応援あり.

〔参考 1) 昭和 17年 12月の時点、の理工学部桝成は次の通り.

物理学 5 鰍座，化学 4 間座， 土木工学 5 間座，機械工学 4制~. 電気工学 4 講座， 応用化学 4 講座， 鉱山学 2蹄

!M.冶金学3li/可座，数学 1前座，応用カ学 l罰法座，応用物理学 lli'，'&!M.分析化学 l講座，熱工学 1講座，ならびに

鉱物地質学 1制使.

〔参考2) 授業科目(昭和 17年の時点 ;カッコ内は単位数)を表 lに示す.

表 1 京城帝国大学理工学部機械工学科の授業科目

機m学(1) 機械力学 (1)

工作後械 (2) 実験機械工学 (1)

水車(1) ポンプ (1)

蒸気缶および蒸気機関 (2)

内燃俄除I(2) 機械設計大要 (1)

機械設計舘ニ (1)

内燃俊傑|特論(1)

航空機一般 (1) 舶用機関 (1)

按u:直後(1) 送風機および圧縮機 (1)

紡織綴械 (1) 暖房および換気 (1)

機械製図大~ (1) 

機械製図第二 (3)

材料強弱災験 (1)

機械工学実験第二 (3)

機械工学論文輪部 (1)
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機械工作法 (2)

水力学および水力機械 (2)

熱機関一般 (1)

蒸気タービン (2)

機械設計第一 (2)

流体力学 (2)

自動車工学 (1)

鉄道車両 (1)

冷凍機および冷凍法 (1)

原動機設計 (1)

機械製図第一 (2)

機械工作法実習 (1)

機械工学実験第一 (1)

機械工学実習 (1)
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台南高等工業学校機械工学科卒業生の変遷

(謝教授より いただいた資料よ り伊東作成)
図 1

3 2 

日本の敗戦後，昭和 20年9月末まで日本人の管理下にあったが，同年 10月に京城大学と名称変更 (総長:Harry B. An-

stadt氏，理工学部長 :李 泰圭氏).その後，昭和 21年8月京城工業専門学校，京城鉱山専門学校とともに，大韓民国，国

立ソウル大学校工科大学へ移行.帝国大学としての 3年間における機械工学科の卒業生 29名 (内9名朝鮮人).理工学部全体

の卒業生は汚名川

(3 ) 台北帝国大学工学部機械工学科

台北帝国大学は，昭和3生1::4月文政学部および理段学部を擁して関学問.工学部は昭和 18年 10月20日第 l回予科生徒

(昭和 16年61月20日入学川)の内工類に所属した者を第I回学生 (機械工学科学生数 :16名，内1名台湾人)として授業開

始.第 1回生は，昭和 18年9月27日 (戦時中の半年繰り上げ)卒業{川.工学部は機械工学科，篭気工学科，応用化学科，

土木工学科の 4学科 30講座構成(10) 昭和 19年 10月入学生 (20名，内1名台湾人).昭和 20年4月入学生 (16名)まで3

期存続川 号機，中華民国政府に接収され，昭和問3月に授業終了川現在比台湾大学

( 4 ) 台湾総督府台南高等工業学校1川 3)

昭和 3年.1第 56議会にて設立準備費と校舎新営費を可決し，昭和6年 1月官制実施に伴う規則公布.昭和 6年3月第 1回

入学者許可 (機械工学科 25名，包気工学科25名，応用化学科22名).同年4月授業開始，昭和 20年の敗戦後，昭和 21年2

月に中撃民国政府に接収され，台商工業専科学校となり，わずかl年足らずで台湾省立工学院へ移行.その後，現在の成功大

学となる.

〔参考〕 昭和8年の時点にて学生数 75名/一学年 (3年制)に対して，教授 20名，助教授9名，書記5名{叫.機械工学科

学生数の変避を図 1に示す.

東京工業大学)誼伊東(文責
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